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１．研究計画の概要 

熊谷市の小学校 4 年（毎年 30 校約
1300-1400 人）に対して受動喫煙検診（両親
の喫煙状況調査および児童の尿中コチニン
を測定）を実施し、児童が家庭内で受ける受
動喫煙の実態を生体内指標を用いて科学的
に証明した。 
 
２．研究の進捗状況 

2007 年度から熊谷市では公費負担でこの
受動喫煙検診を行ってきた。その結果、児童
が尿中のコチニン濃度から推定される受動
喫煙曝露は、同居する両親や祖父母、特に母
親の喫煙有無や喫煙場所・喫煙本数などに大
いに影響を受ける。児童側では、スポーツを
せず、自宅でテレビ観賞時間が長い児童がよ
り受動喫煙を受けており、これらを総合する
と本人を含めた家族の生活習慣が関係する
ことが判明した。 
2007 年度～2009 年度では毎年 1300～1400 人
の小学 4年生が受動喫煙検診を参加した。受
診率は 72－75％。そのうち尿中コチニン濃度
が 5 ng/ml 未満の受動喫煙の影響が少ないと
思われる児童の頻度は 60～80％で、毎年増加
傾向にあった。5～10 ng/ml は 10～15％、10
～25 ng/ml は 7～10％、25～40 ng/ml は 5～
8％、40 ng/ml 以上は 3～6％であった。コチ
ニン濃度が 5 ng/ml 以上の頻度は反対に年々
減少傾向にあった。また受動喫煙検診の開始
から児童の尿中コチニン濃度は毎年徐々に
低下傾向であった。疾患との関係では児童が
喘息気味、低身長、歯周病、アレルギーなど
の既往がある児童では、3～8倍の尿中コチニ
ン濃度であった。生活習慣病検診との関係で
は、尿中コチニン濃度の高い児童では有意に

ＢＭＩ値が高値であった（体重は増加傾向、
身長は低下傾向であったが統計学的には有
意差なし）。また、文献的に検討したメタア
ナリーシス研究でも母親やの妊娠中喫煙と
９－10 歳の児童の肥満と関係している事が
判明した。 
 
３．現在までの達成度 
  ②おおむね順調に進展している 
理由：当初の計画どおり研究結果が得られて
いると思われます。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 更に受動喫煙検診が継続され、これらの地
域の喫煙率が低下する様な仕組み（行政、医
師会などと協同し、禁煙外来届け出施設など
を増やす等）を考案しなければならないと考
えている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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